
２０２４年度 

        第３学年 国語科年間シラバス                多摩永山中学校 

【国語科の目標】 

(1) 社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。 

(2) 社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。 

(3) 言葉がもつ価値を認識するとともに、言語感覚を豊かにし、我が国の言語文化に関わり、国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。 

 
学習内容（予定時間数） 

一学期（５２） 二学期（６４） 三学期（４０） 

【４月～５月】 

１ 深まる学びへ（１４） 

「握手」「漢詩」 

文章の種類を選んで書こう（１） 

漢字に親しもう１（１） 

 

【８、９月～１０月】 

４ 状況の中で（２０） 

「挨拶」「故郷」「聞き上手になろう」 

 

慣用句・ことわざ・故事成語（１） 

漢字に親しもう３（１） 

 

５ 自らの考えを（６） 

「人工知能との未来」 

多角的に分析して書こう（２） 

合意形成に向けて話し合おう（２） 

漢字に親しもう４（２） 

第２回定期テスト（１） 

【１月】 

７ 価値を生み出す（６） 

「誰かの代わりに」 

読書に親しむ（２） 

漢字に親しもう５（２） 

※基礎の学習などを用い教科書の内容を理解

し、その知識を土台に入試対策を行う。 

入試対策用教材：「新長文・漢字テスト」 

【５月～６月】 

２ 視野を広げて（１６） 

「作られた『物語』を超えて」 

「説得力のある構成を考えよう」 

実用的な文章を読もう 

 

漢字に親しもう２（１） 

文法への扉１（３） 

【１月～２月】 

８ 未来へ向かって（１０） 

「温かいスープ」「わたしを束ねないで」 

三年間の歩みを振り返ろう（６） 

※基礎の学習などを用い教科書の内容を理解

し、その知識を土台に入試対策を行う。 

入試対策用教材：「新長文・漢字テスト」 

【１０月～１１月】 

６ いにしえの心を受け継ぐ（１８） 

「和歌の世界」「君待つと」 

【６月～７月】 

３ 言葉とともに（１２） 

「俳句の可能性」「俳句を味わう」 

 

言葉を選ぼう（１） 

和語・漢語・外来語（１） 

読書を楽しむ（１） 

【３月】 

一、二年生の復習（２） 

漢字に親しもう６（２） 

文法を生かす（２） 

文法のまとめ（２） 

百人一首（５） 

【１１月～１２月】 

毛筆「書き初め」（８） 

文法への扉２（２） 

評価の観点と規準（各観点の割合はすべて達成率１００％で統一する） 

 評価の観点 評価の方法・資料 評価方法の規準と「概ねＢ」「満点」などの設定 

Ⅰ 

＜知識及び技能＞ 

各教科等における学習の過程を通した知識及び

技能の習得状況について評価をするとともに、そ

れらを既有の知識及び技能と関連付けたり活用し

たりする中で、他の学習や生活の場面でも活用で

きる程度に概念等を理解したり、技能を習得した

りしているかを評価する。 

・漢字テスト 

・文法テスト 

・聞き取りテスト 

・定期テストの 

「知識及び技能」の観点 

など 

・漢字テストは１０点満点を基本とする。 

・長期休業明けに漢字５０問テストを行う。 

・授業の評価についてはＡ＋、Ａ、Ｂ＋、Ｂ、Ｂ－、Ｃ、Ｄで

評価する。満点をＡ＋、９割までをＡ、８割までをＢ＋、６

割までをＢ、５割までをＢ－、Ｃは状況に応じて２～４割の

配点とし、それ以下をＤとする。 

・聞き取りテストは１０点満点を基本とする。 

Ⅱ 

＜思考力・判断力・表現力等＞ 

各教科等の知識及び技能を活用して課題を解決

する等のために必要な思考力、判断力、表現力等

を身に付けているかどうかを評価する。 

・ワークシート 

・各種作文 

・発表評価 

・定期テストの「思考力、

判断力、表現力等」の観点 

など 

・各種ワークシートはＡ＋、Ａ、Ｂ＋、Ｂ、Ｂ－、Ｃ、Ｄで評

価する。指示された内容を満たしていればＢ、より良く満た

していればＡ、よく満たしたうえで生徒独自の工夫が見られ

た場合Ａ＋、空白や教科書の引用の多いものは状況に応じて

Ｂ－、もしくはＣとする。 

・各種作文はＡ、Ｂ＋、Ｂ、Ｂ－、Ｃ、Ｄで評価する。指定さ

れた条件をすべて満たしていればＡ。条件をある程度満たし

ていればＢ、条件を満たしていなければＣとする。 

・発表評価はＡ、Ｂ、Ｃで評価する。Ａは満点、Ｂは満点に対

して８割、Ｃは５割とする。 

Ⅲ 

＜主体的に学習に取り組む態度＞ 

知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、

表現力等を身に付けたりするために、自らの学習

状況を把握し、学習の進め方について試行錯誤す

るなど自らの学習を調整しながら、学ぼうとして

いるかどうかという意思的な側面を評価する。 

〔全教科共通〕 

・「知識及び技能」の観点

の評価 

・「思考力・判断力・表現

力等」の観点の評価 

 

 

 

〔平常点〕 

・語句の意味調べ 

・暗唱 

・自主学習 

・各課題 など 

〔全教科共通〕 

・「知識及び技能」の観点の授業内容における、指示に従って

しっかり行おうとしたり、学ぼうとしたりする態度。 

・思考力・判断力・表現力等」の観点の授業内容における、指示

に従ってしっかり行おうとしたり、学ぼうとしたりする態度。 

・授業、課題に意欲的に取り組み、意見を積極的に発言しようとす

る態度。 

 

〔平常点〕 

・通常の授業における学習の準備の活動であったり、授業中の

発言、発表など、積極的に授業に参加したことがうかがえる

態度等。 

・課題への取り組み状況 

 


